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～海老塚さんと僕たちの観測記～



地球照とは

太陽からの光
太陽⇒月⇒地球

地球からの光
太陽⇒地球⇒月⇒地球

⇒地球照の観測を行うことで地球の反射光の観測を行うことができる



地球照観測の目的

地球照の分光観測を行うことで地球の反射光の波長特性を得られる

系外惑星に生命体が存在しているかの指標に！！



地球照分光観測が生命体の有無の指標に

生命体×
⇒生物は水中に

生命体○
⇒陸地の1/3は森林

⇒地球の陸地からの反射光には植物特有の反射光がふくまれているはずである



植物特有の反射光

植物には光合成を行う葉緑体がある

光合成の際に680nm付近の光を吸収

植物の反射光は680nm付近の光が吸収され、

750nm付近の光が最大の反射率を示す



植物特有の反射光

http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/~masumoto/vuniv2000/gis09.html

吸収されず反射葉緑体によって吸収

レッドエッジ



日本は地球照観測に適している

ユーラシア大陸

⇒地球の陸地からの反射光には植物特有の反射光がふくまれ、
太平洋側からの反射光には植物特有の反射光がふくまれていないはずである

太平洋

東側から太陽が照らしている時
(27日月頃の地球照)

西側から太陽が照らしている時
(３日月頃の地球照)

太
陽

太
陽



実際に観測

生田キャンパス屋上にて観測

三日月頃の地球照は４～６月が観測好期

ということで、４・５・６月の

新月～上弦の月までの期間で観測

⇒快晴だったのは5/21のみ



機材構成

望遠鏡
Vixen VMC200L (シュミットカセグレン式)

分光器

CCDカメラ



地球照観測

MoonEarthShineSKY

３カ所の波長を測定



観測結果



観測結果
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波長校正のために水銀灯を観測

５月に水銀灯がLEDに！！



次の観測に向けて

Coming soon!!


